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汽水・淡水魚類 ＜コイ目 フクドジョウ科＞ 愛知県：絶滅危惧ⅠＢ類 （国：絶滅危惧ⅠＢ類） 
PISCES ＜CYPRINIFORMES NEMACHEILIDAE＞ AICHI：EN  （JAPAN：EN） 

トウカイナガレホトケドジョウ Lefua tokaiensis Ito, Hosoya et Miyazaki 

 
【選定理由】 

河川改修や砂防堰などの工事、道路整備などの開発、人工林の管理放棄などに伴う生息域の消失、
減少、劣化が著しく、個体数が急激に減少していると推定される。 

【形 態】 
体長 6cm。体はホトケドジョウに似るが細長く、頭部は縦偏し尾部は側偏する。口は吻端の下側

にあり、4 対の口ひげがある（細谷, 2013）。1 対は、鼻孔から発達したものである。体色は、淡褐色
であるが、なかには淡黒色のブチ斑がみられるものもある。吻部に暗色斜線がある。形態がホトケ
ドジョウに非常に似ているものもいる。 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
矢作川水系左岸から豊川水系までの間（岡崎市、豊川市、新城市、設楽町、東栄町）。 

【国内の分布】 
 静岡県，愛知県。 
【世界の分布】 
日本固有種。 

【生息地の環境／生態的特性】 
山地や丘陵地の河川や谷沢を好み、他の魚類が生息できない水溜りのような源流域にも生息する。

生息する沢の勾配は 4～20％である。生息地の川底は礫底であり、身を隠すことができる浮石が多く
ある場所を好む。そのような場所は、通常、木々がうっそうとしており、薄暗く、最高水温も約 22℃
と冷たい。産卵は雌 1 個体に対し雄 1～3 個体で、石の隙間で行われる（浅香・内山, 2017）。産卵期
は 3～6 月の間に行われると思われる。水生昆虫などの小型底生動物を食べる。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
分布する水域は広いものの、一つの生息地における個体数がきわめて少ないケースが多い。また、

以前に生息していたものの、近年になって、生息の確認ができなくなった場所もある。道路、護岸、
砂防堰などの工事の影響で、環境が変わると、すぐに減少してしまう。また、田畑や人工林の管理
放棄によって起こる土壌表面浸食にも敏感で、とりわけ底質の変化に弱い。干ばつや集中豪雨など
による出水の影響も受けやすい。 

【保全上の留意点】 
開発による底質の変化に弱いため、三面コンクリート護岸化や U 字溝設置による生息地の改変は

避ける。生息域を覆う樹木を伐採すると、日照の変化や、それに伴う水温上昇が生じるため、本種
が減少しやすい。泥が生息域に流れ込まないようにすることや、勢いよく水が流れこまないように
することも重要である。本種は、魚がいないと思われる場所でも生息していることがあるため、河
川改修や森林管理の際には注意する。 

【特記事項】 
本種は、遺伝的にナガレホトケドジョウよりもホトケドジョウに近い種である（Miyazaki et al., 

2011）。東三河地方では、カミナリドジョウやカミナリジンゴなどと呼ばれている（森・浅香, 2008）。
ホトケドジョウと同所的に生息することもある。 
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